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▲ ～花の一区を走る斎藤朗さん（大山字岩高）～

村の人口
９月末日現在
面積　79.46�

対前月比

男 4,265 人　－ 7
女 4,317 人　－ 4
計 8,582 人　－11

世帯数 2,126 戸　－ １



村民憲章……美しい自然と調和した活力のある村をつくりましょう。 第４７７号 �

本年 月から�
�国産牛肉に個体識別番号が表示されます！�国産牛肉に個体識別番号が表示されます！�

　国産牛肉に対する消費者の信頼確保などを目的として、「牛肉トレーサビリティ法」（牛の個体識別のための情報の
管理及び伝達に関する特別措置法）が平成15年6月に公布され、本年12月からは、流通段階（牛肉の販売業者など）
について施行されることとなっています。�
　これにより、牛の出生から消費者に提供されるまでの間の追跡・遡及（トレーサビリティ）が可能になり、国産牛
肉の安全・安心が確保されます。�

　なお、店頭での個体識別番号の表示方法は、「表示ボード」または「商品ラベル」による方法があります。�

お問い合わせ先：東北農政局福島農政事務所　地域第二課�

　　　　　　　　郡山市川向128�

　　　　　　　　TEL　024－937－3980

　�
　国内で生まれたすべての牛と輸入牛に10桁の個体識別番号が印字された耳標が装着
されます。�

　購入した牛肉に表示されている個体識別番号によりインターネットを通じて、牛の
出生からとさつまでの生産履歴を調べることができます。�
個体識別番号の全国データベースへのアクセス方法（http://www.nlbc.go.jp/）�

牛肉のトレーサビリティとは�

耳標装着�

　「牛の管理者（農家等）」などが届出することによって、その牛の性別や種別、飼養地
などの情報がデータベースに記録されます。　  　 （法施行：平成15年12月1日）�

牛のデータ�
ベース化�

　「販売業者」などにより牛肉に個体識別番号が表示されます。�
 （法施行：平成16年12月1日）�番号の表示�

消費者は�

「表示ボードの例」� 「商品ラベルの例」�



む
ら
の
話
題
あ
っ
ち
こ
っ
ち

地域での出来事、話題などがありましたら、総務課情報広聴係までお知らせください。 �48-3131内線211

村民憲章……明るく快適な住みよい村をつくりましょう。第４７７号�

安
達
太
良
川
沿
い
に
あ
る
、

さ
く
ら
公
園
（
玉
井
字
芝
崎
地

内
）
に
は
、
馬
場
桜
の
実
生
後

継
樹
を
は
じ
め
各
種
の
桜
が
植

え
ら
れ
、
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き

な
が
ら
桜
を
愛
で
る
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。馬

場
桜
保
存
会
（
会
長
　
鈴

木
浩
氏
）
で
は
、
河
川
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、
さ
く
ら
公

園
開
設
以
来
、
長
年
に
わ
た
っ

て
園
内
の
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
下
草
刈
り
や
樹
木
の

消
毒
、
桜
に
肥
料
を
与
え
る
な

ど
、
役
員
の
皆
様
が
早
朝
か
ら

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
大
木
の
松
の
剪

定
も
行
い
、
よ
り
美
し
い
公
園

と
な
り
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
馬
場
桜
の
樹

勢
回
復
を
は
じ
め
、
周
辺
環
境

の
緑
化
づ
く
り
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

～馬場桜保存会により整備されたさくら公園～

～学習で訪れた玉井小学校児童～

大
玉
村
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に

鈴
木
み
や
さ
ん

（
玉
井
字
町
）
を
選
任

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
は
三
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
一
名
の
村
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

鈴
木
み
や
さ
ん（
玉
井
字
町
）

が
選
任
さ
れ
、
九
月
二
十
九

日
に
辞
令
書
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

鈴
木
み
や
さ
ん
の
任
期
は
、

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日

よ
り
三
年
間
で
す
。

～大玉村固定資産評価審査委員会委員に選任された鈴木みやさん～

大
玉
村
監
査
委
員
に

今
井
征
市
郎
さ
ん

（
玉
井
字
薄
黒
内
）を

選
任

村
監
査
委
員
は
、
議
会
選

出
一
名
、
学
識
経
験
者
一
名

の
二
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
一
名
の
村
監
査
委
員（
学

識
経
験
者
）
に
、
今
井
征
市

郎
さ
ん
（
玉
井
字
薄
黒
内
）

が
選
任
さ
れ
九
月
二
十
九
日

に
辞
令
書
の
交
付
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
井
征
市
郎
さ
ん
の
任
期

は
、
平
成
十
六
年
九
月
二
十

九
日
よ
り
四
年
間
で
す
。

～大玉村監査委員に選任された今井征市郎さん～

渡
邉
ノ
ブ
さ
ん

賀
寿

〜
祝
状
伝
達
式
〜

来
年
一
月
に
百
歳
を
迎
え

ら
れ
る
渡
邉
ノ
ブ
さ
ん
（
大

山
字
明
路
内
）
に
、
長
寿
を

祝
い
か
つ
多
年
に
わ
た
り
社

会
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た

こ
と
に
感
謝
し
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
祝
状
及
び
記
念
品

の
贈
呈
が
あ
り
、
九
月
十
七

日
に
浅
和
村
長
よ
り
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

渡
邉
さ
ん
は
、
伝
達
式
の

出
席
者
と
話
を
す
る
な
ど
と

て
も
元
気
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。～これからも元気で長生きしてください～

河
川
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
馬
場
桜
保
存
会
〜



村民憲章……教養、文化の向上につとめ、知性豊かな村をつくりましょう。 第４７７号 �

故
郷
の
大
自
然
を
満
喫

〜
大
玉
村
百
選
バ
ス
ツ
ア
ー
〜

九
月
十
九
日
に
大
玉
村
観
光

協
会
主
催
に
よ
る
「
大
玉
百
選

バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ー
ス
は
遠
藤
ヶ
滝
遊
歩

道
の
散
策
、
遠
藤
ヶ
滝
不
動
尊

例
大
祭
の
「
火
渡
り
の
行
」
の

見
学
後
、
大
玉
温
泉
金
泉
閣
で

昼
食
を
と
り
温
泉
入
浴
を
楽
し

み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
森

の
民
話
茶
屋
で
の
民
話
ラ
イ
ブ

と
玉
泉
寺
で
の
座
禅
を
体
験
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
森
林
浴
に
心
を
癒

し
、
大
玉
の
歴
史
に
ふ
れ
る
な

ど
、故
郷
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

心
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

九
月
十
八
日
、
大
玉
村
ふ
れ
あ
い
村
民
の

森
（
玉
井
字
前
ヶ
岳
）
に
お
い
て
、
小
学
生

を
対
象
と
し
た
「
森
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、福
島
県
も
り
の
案
内
人
よ
り
、

桑
原
顕
子
さ
ん
（
本
宮
町
高
木
）、
橋
本
文

幸
さ
ん
（
大
山
藤
ノ
木
）、
矢
崎
由
美
さ
ん

（
大
山
玉
貫
）
が
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

自
然
観
察
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
講
師
の
皆
さ

ん
の
案
内
に
よ
り
、
園
内
の
植
物
を
観
察
し

な
が
ら
、遊
歩
道
を
楽
し
く
散
策
し
ま
し
た
。

草
木
染
め
で
は
、
園
内
に
て
採
取
し
た
ア

ザ
ミ
の
花
び
ら
、
ヨ
モ
ギ
。
ま
た
、
給
食
セ

ン
タ
ー
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
さ
ん
、
ほ
か
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
収
集
し
た
「
タ

マ
ネ
ギ
の
皮
」
の
計
三
つ
の
原
料
を
使
用

し
、
染
色
液
を
つ
く
り
ま
し
た
。

各
自
「
し
ぼ
り
模
様
」
を
施
す
な
ど
、
時

間
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
草
木
染
め
を
楽
し

み
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
持
参
し
た
昼
食
を

自
然
の
な
か
で
と
る
な
ど
、
秋
の
休
日
を
し

み
じ
み
と
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
大
玉
村
民
体
育

館
に
お
い
て
第
十
六
回
村
長
杯

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
安
達
郡
内
及
び
二

本
松
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
稽
古
に
励
ん
で
い
る
小
学
生

の
剣
士
約
百
五
十
人
が
参
加
し
、

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮
し
、

各
選
手
、
チ
ー
ム
と
も
優
勝
目

指
し
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
四
年
生
以
上
の
学

年
別
男
女
別
の
個
人
戦
、
団
体

戦
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
剣
士
が
競
い
合
い
、
今

後
の
技
術
向
上
の
た
め
の
貴
重

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

～遠藤ヶ滝遊歩道を散策する参加者～

～日頃の稽古の成果を発揮して競い合いました～

護
摩
祈
祷
・
火
渡
り
の
行

〜
遠
藤
ヶ
滝
不
動
尊
秋
季
例
大
祭
〜

九
月
十
八
日
か
ら
二
十
日

の
三
日
間
、
遠
藤
ヶ
滝
不
動

尊
秋
季
例
大
祭
が
開
催
さ
れ

県
内
外
か
ら
大
勢
の
参
拝
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

十
九
日
に
は
遠
藤
ヶ
滝
不

動
尊
の
境
内
で
山
伏
の
荒
行

「
火
渡
り
の
行
」
が
行
わ
れ
、

山
伏
や
参
拝
者
が
燃
え
さ
か

る
護
摩
壇
を
素
足
で
渡
り
歩

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
煩
悩

を
焼
き
清
め
、禍
を
削
減
し
、

清
浄
な
心
身
と
な
れ
ば
願
い

が
成
就
す
る
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
参
拝
者
は
家
内
安
全

や
福
寿
長
命
を
祈
願
し
ま
し

た
。遠

藤
ヶ
滝
不
動
尊
例
大
祭

は
、
毎
年
五
月
と
九
月
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

～護摩壇を素足で渡り歩きました～

玉
井
町
尻
交
差
点
・
大
山
諸
田

交
差
点
に
待
望
の
信
号
機
設
置

〜
信
号
機
点
灯
式
〜

九
月
二
日
、
県
道
本
宮
・
石
筵
線

と
村
道
町
尻
・
当
地
内
線
が
交
わ
る

交
差
点
（
町
尻
交
差
点
）
で
信
号
機

点
灯
式
が
行
わ
れ
運
用
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
県
道
須
賀
川
・
二

本
松
線
と
村
道
大
山
・
松
沢
線
が
交

わ
る
交
差
点
（
諸
田
交
差
点
）
の
信

号
機
も
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

両
路
線
と
も
、
道
路
改
良
工
事
に

伴
い
利
便
性
が
確
保
さ
れ
、
通
行
車

両
等
の
増
加
に
伴
い
交
通
事
故
が
多

発
し
て
お
り
今
後
も
交
通
事
故
増
加

が
懸
念
さ
れ
、
地
域
住
民
の
方
々
か

ら
信
号
機
の
設
置
を
求
め
る
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

信
号
機
点
灯
式
で
は
、
大
玉
村
か

ら
の
交
通
事
故
撲
滅
を
願
い
つ
つ
、

浅
和
村
長
と
安
斎
吉
二
本
宮
警
察
署

長
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

～信号機のスイッチを入れる浅和村長（右）
と安斎署長（左）～

「
森
の
教
室
」
で

草
木
染
め
体
験

第
十
六
回
村
長
杯
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
剣
道
大
会



～大山小学校鼓笛隊の皆さん～

村民憲章……健康と福祉を重んじ、助け合う村をつくりましょう。第４７７号�

～玉井小学校鼓笛隊の皆さん～

村
長
メ
モ
（
九
月
）

１
日
　
辞
令
交
付
式
。
敬
老
会

（
玉
井
４
・
５
区
）。
安
達
地
方

市
町
村
会
議
（
二
本
松
市
）

２
日
　
敬
老
会
（
玉
井
６
・
７
・

守
谷
区
）。
国
保
運
営
協
議
会
。

信
号
点
灯
式

５
日
　
南
達
方
部
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
親
善
球
技
大
会

（
本
宮
町
）

６
日
　
要
望
活
動
（
東
京
都
）

７
日
　
臨
時
庁
議
。
県
へ
の
要
望

活
動
（
福
島
市
）。
福
島
県
青
果

物
価
格
補
償
協
会
理
事
会
（
福

島
市
）。
本
宮
地
区
労
働
福
祉
大

会
（
本
宮
町
）

８
日
　
広
域
消
防
検
閲
（
二
本
松

市
）

９
日
　
定
例
議
会

10
日
　
人
権
擁
護
委
員
本
宮
地
区

部
会
研
修
会
。
大
玉
村
交
通
対

策
協
議
会

12
日
　
本
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

４０
周
年
祝
賀
会
（
本
宮
町
）

13
日
　
定
例
議
会

14
日
　
定
例
議
会

15
日
　
定
例
議
会

16
日
　
定
例
議
会

17
日
　
内
閣
総
理
大
臣
百
歳
賀
状

伝
達
式

19
日
　
ふ
る
さ
と
セ
ブ
ン
あ
だ
ち

駅
伝
。
遠
藤
ケ
滝
不
動
尊
例
大

祭
。
あ
だ
ち
駅
伝
大
会
村
報
告

会
20
日
　
大
玉
村
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
大
会
。
大
玉
村
民
ゴ

ル
フ
大
会
表
彰
式

21
日
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
合
同

出
陣
式
（
本
宮
町
）

22
日
　
環
境
衛
生
部
会
・
ご
み
処

理
課
題
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合

同
会
議
（
本
宮
町
）

25
日
　
安
達
地
方
市
町
村
職
員
球

技
大
会
（
本
宮
町
）。
Ｊ
Ａ
み
ち

の
く
安
達
臨
時
総
代
会
・
祝
賀

会
（
二
本
松
市
）

26
日
　
八
坂
神
社
秋
季
祭
礼

27
日
　
企
業
誘
致
活
動
（
東
京
都
）。

28
日
　
日
赤
有
功
賞
伝
達
式
。
例

月
出
納
検
査
。
福
島
県
森
林
審

議
会
（
福
島
市
）。
代
表
監
査
委

員
送
別
会
（
本
宮
町
）

29
日
　
監
査
委
員
・
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
辞
令
交
付
。
安
達

地
方
市
町
村
会
・
広
域
正
副
管

理
者
会
議
（
二
本
松
市
）。
要
望

活
動
（
福
島
市
）

30
日
　
ふ
れ
あ
い
地
域
間
交
流
研

修
会
。
菊
人
形
開
場
式
（
二
本

松
市
）。
交
通
安
全
鼓
笛
演
奏
・

式
典

交
通
安
全
鼓
笛
演
奏
・
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

九
月
三
十
日
に
、
大
山
・
玉
井
両
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
両
小
学
校
児
童
五
・
六

年
生
約
二
百
名
に
よ
る
交
通
安
全
鼓
笛
演
奏

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
交
通
安
全
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
は
天
候
不
良
の
た
め
中
止
と
な
り
、

両
小
学
校
体
育
館
で
演
奏
式
典
の
み
と
な
り

ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
大
山
小
学
校
代
表
の

渡
辺
真
衣
さ
ん
と
玉
井
小
学
校
代
表
の
根
本

里
奈
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全
宣
言
を
行

い
交
通
安
全
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
浅
和
村
長
が
「
今
日
の
交
通
安
全

鼓
笛
演
奏
・
式
典
を
き
っ
か
け
に
大
玉
村
か

ら
の
事
故
撲
滅
を
願
い
、
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
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大大大大
玉玉玉玉
のののの
会会会会

千
葉
県
流
山
市
在
住

鈴
木
　
六
郎

（
玉
井
字
板
倉
出
身
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
�

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）

（
⑥
つ
づ
き
）

た
く
さ
ん
の
種
子
一
つ
一
つ
は

風
に
乗
り
、
遠
く
ま
で
運
ば
れ
散

蒔
か
れ
る
た
め
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

（
萼
が
生
長
し
変
形
し
た
冠
毛
）
を

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
る
（
後

述
）。
そ
れ
ら
種
子
は
独
り
立
ち
で

き
る
り
っ
ぱ
な
子
孫
に
成
長
し
成

熟
す
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
開
花
時

は
ま
っ
た
く
平
ら
だ
っ
た
母
体
で

あ
る
花
盤
（
人
体
の
胎
盤
に
あ
た

る
）
が
丸
く
形
を
変
え
（
種
子
が
飛

散
し
易
く
す
る
た
め
）て
し
ま
う
。

花
梗
先
の
花
盤
・
種
子
や
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
は
開
花
時
の
数
倍
の
大
き

さ
に
、
驚
く
ほ
ど
の
球
状
に
巧
み

に
大
変
身
を
成
し
遂
げ
る
（
裏
表

紙
カ
ラ
ー
版
写
真
見
よ
）。

余
り
に
も
変
り
果
て
た
タ
ン
ポ

ポ
花
の
そ
の
球
状
の
容
姿
が
ち
ょ

う
ど
「
タ
ン
ポ
（
綿
を
丸
め
て
革

や
布
で
包
ん
だ
も
の
）
槍
」
の
穂

に
そ
っ
く
り
で
あ
る
こ
と
と
京
都

辺
り
の
子
供
た
ち
の
タ
ン
タ
ン
と

音
す
る
鼓つ

づ
み
に
因ち

な

ん
で
ツ
ツ
ミ
グ
サ

な
ど
多
く
の
名
が
あ
る
。
古
く
て

新
し
い
田
ん
ぼ
く
ろ
野
花
た
ち
の

王
座
を
占
め
、
ど
な
た
に
も
よ
く

知
ら
れ
た
、
と
て
も
愛
ら
し
い
名

花
で
あ
る
。

野
菜
だ
っ
た
帰
化
野
花
タ
ン

ポ
ポ毎

年
、
お
お
た
ま
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
育は

ぐ
く
み
咲
く
在
来
の
カ
ン
ト

ウ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
の
仲
間
セ
イ
ヨ

ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
明
治
十
年
頃
、
西

洋
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
か
ら
北
海
道

開
拓
の
は
じ
め
、
牧
草
と
い
っ
し

ょ
に
日
本
に
初
め
て
渡
っ
て
来
て

帰
化
植
物
と
な
っ
た
こ
と
に
因ち

な

ん

で
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

北
海
道
で
は
、
渡
来
し
て
間
も

な
い
頃
、
野
菜
の
一
つ
と
し
て
初

め
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
野
生
化
し
都
市
部

の
中
心
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
現
象
に
よ

っ
て
ど
ん
ど
ん
生
育
地
を
広
げ
て

い
っ
た
。

一
見
か
弱
し
い
が
、
と
て
も
公

害
に
も
強
く
、
自
然
環
境
が
破
壊

さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
な
痩
せ
地
荒

れ
地
な
ど
に
も
好
ん
で
生
育
し
、

逞た
く
まし

く
活
発
な
生
活
ぶ
り
を
発
揮

し
、
い
つ
ま
で
も
存
続
し
つ
づ
け

る
。

（
つ
づ
く
）

箱
�
教
授
の
シ
リ
ー
ズ

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・

）歳
時
記
⑦

「
人
・
物
・
情
報
」
の
交
流
、
交

換
を
標
榜
し
な
が
ら
九
年
前
に
発

足
し
た
会
の
副
会
長
と
し
て
、
何

度
か
広
報
『
お
お
た
ま
』
の
紙
面

を
穢
し
な
が
ら
、
か
つ
て
一
度
も

母
村
に
提
案
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、

忸
怩
た
る
思
い
で
改
め
て
反
省
し

て
い
る
。

そ
こ
で
二
つ
ば
か
り
、
思
い
つ

き
を
記
し
て
責
め
を
果
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
花
と
緑
の
村
を
造
っ

て
ほ
し
い
。
村
に
は
花
も
緑
も
溢

れ
て
い
る
と
人
は
反
論
す
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
事
実
は
認
め
ま
す
。

山
林
、
里
山
、
屋
敷
林
の
ど
れ
を
、

今
現
在
、
村
で
生
き
て
い
る
人
が

植
林
し
、育
て
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ら
の
多
く
が
先
代
、
先
々
代

の
手
に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

国
内
産
の
材
木
が
輸
入
材
に
押
さ

れ
て
国
内
林
業
が
成
り
立
ち
に
く

く
な
っ
て
か
ら
、
ど
れ
だ
け
の
人

が
我
が
山
林
を
手
入
れ
し
た
で
し

ょ
う
か
。
季
節
に
な
れ
ば
、
ど
の

山
も
藤
が
我
が
も
の
顔
に
花
咲
き
、

サ
ク
ラ
顔
負
け
の
態
で
す
。

太
平
洋
戦
争
の
前
後
に
、
多
く

の
雑
木
林
な
ど
の
開
墾
で
生
ま
れ

た
畑
は
、
す
で
に
元
の
山
林
に
戻

っ
た
で
は
な
い
で
す
か
。
人
間
が

生
み
出
し
た
荒
地
が
元
に
復
す
に

は
、
人
が
手
を
加
え
な
い
か
ぎ
り

百
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。山

で
も
野
原
で
も
畑
で
も
、「
遊

休
地
」
を
利
用
し
た
緑
と
花
の
村

づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。

村
内
の
学
校
、
寺
社
、
屋
敷
林
、

里
山
の
サ
ク
ラ
、
モ
ク
セ
イ
、
ク

リ
、
カ
キ
な
ど
、
永
遠
の
命
を
付

与
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
。
自
然
、
人
間
に
よ
る

災
害
に
遭
遇
し
な
く
と
も
、
い
ず

れ
枯
れ
ま
す
。
そ
し
た
ら
、
身
近

に
あ
る
花
や
緑
を
、
今
生
き
て
い

る
人
の
知
恵
と
力
で
育
て
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
ま
ば
ら
に
生
え
た

赤
松
の
間
に
、
こ
れ
ま
た
ま
ば
ら

に
、
春
、
秋
に
花
を
咲
か
せ
る
落

葉
広
葉
樹
を
植
え
て
春
と
秋
に
「
花

の
お
祭
り
」
を
開
く
の
は
い
か
が

で
す
か
。
赤
松
の
素
晴
ら
し
い
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
と
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
で
実
験
で
き
ま
せ
ん
か
。

樹
木
も
放
置
し
た
ら
危
険
で
す
か

ら
、
人
の
手
で
定
期
的
に
更
新
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
良
い
計
画

と
候
補
地
さ
え
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
い
う
手
も
あ
り
、
意
外

に
安
上
が
り
が
期
待
で
き
ま
す
。

次
は
米
づ
く
り
で
す
。

大
玉
産
米
は
う
ま
い
と
い
う
評

判
（
価
）
が
徐
々
に
広
が
り
定
着

し
つ
つ
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
私

は
一
歩
進
め
て
�
自
然
乾
燥
米
�

づ
く
り
を
お
勧
め
し
た
い
。
五
割

は
高
く
売
れ
て
、
う
ま
い
と
い
う

食
感
で
評
価
が
ま
た
倍
加
し
ま
す
。

自
分
（
家
）
だ
け
で
や
る
と
思
わ

な
い
で
下
さ
い
。
稲
の
�
は
せ
掛

け
応
援
隊
�
を
募
集
す
る
の
で
す
。

時
間
を
持
て
余
し
、
何
か
体
を
動

か
す
こ
と
は
な
い
か
と
内
心
目
を

光
ら
せ
て
い
る
人
は
、
村
の
内
外

に
ご
ま
ん
と
い
る
は
ず
で
す
。
少

し
安
い
報
酬
で
も
、
晩
酌
代
が
出

来
る
と
、
喜
ん
で
応
募
す
る
人
は

い
る
は
ず
で
す
。

こ
こ
で
紙
数
が
尽
き
ま
し
た
。

こ
の
続
き
は
、ま
た
の
機
会
に
…
。

「
花
と
緑
の
大
玉
村
」
を
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の
び
の
び
大
玉
っ
子

◇
大
山
小
学
校
◇

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動

大
山
小
学
校
は
、
青
少
年
赤
十

字
Ｊ
Ｒ
Ｃ（Junior

R
ed
C
ross

）

に
全
校
で
加
盟
し
て
い
ま
す
。
こ

の
青
少
年
赤
十
字
は
、
子
ど
も
た

ち
が
『
赤
十
字
精
神
を
通
じ
て
人

道
的
価
値
観
を
身
に
つ
け
、
日
常

生
活
の
中
で
、
人
の
命
と
健
康
を

大
切
に
し
、
人
々
の
苦
痛
を
軽
減
・

予
防
し
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
互

い
に
尊
重
し
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
な
る
』
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

今
年
度
は
二
学
期
は
じ
め
に
Ｊ

Ｒ
Ｃ
登
録
式
を
行
い
ま
し
た
。
全

校
生
で
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
Ｊ

Ｒ
Ｃ
バ
ッ
ジ
を
お
互
い
に
付
け
合

い
ま
し
た
。

最
後
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
担
当
の
先
生
か

ら
赤
十
字
の
お
話
を
聞
い
て
、
赤

十
字
の
成
り
立
ち
や
め
あ
て
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

赤
十
字
の
創
始
者

ア
ン
リ
ー
デ
ュ
ナ
ン

JRCの旗

全校生で誓いの言葉を唱和
袖に輝くJRCバッジ
よしがんばるぞ！

青
少
年
赤
十
字
活
動
の
態
度
目

標
は
、「
気
づ
き
」「
考
え
」「
実

行
す
る
」
で
す
。
こ
の
目
標
を
実

現
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
方
法

が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
活
動

（
Ｖ
・
Ｓ
活
動
）
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
一
学
期
よ
り

Ｖ
・
Ｓ
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

二
学
期
か
ら
は
、
毎
週
水
曜
日
、

一
時
四
十
分
か
ら
十
分
間
を
Ｖ
・

Ｓ
タ
イ
ム
と
し
、
自
主
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
地

域
、
郷
土
、
国
家
、
世
界
に
目
を

向
け
て
い
く
人
間
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

JRC活動掲示板
アンリーデュナンはね…

ウサギのえさやり
たくさん食べてね

デイサービスセンター
かたをもんであげるよ

あいさつ運動
おはよう！

ウサギふれあいタイム
ほら、だけたよ

気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
活
動

大 山
Ｖ・Ｓタイム
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初
め
て育

て
た
ヘ
チ
マ

玉
井
小
四
年
（
現：

五
年
）

石
川
　
伸
剛
く
ん

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、
理

科
と
総
合
の
授
業
で
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
育
て
ま
し
た
。ス
イ
カ
、

き
ゅ
う
り
、
さ
つ
ま
芋
、
え
だ
豆
、

赤
か
ぶ
、
ト
マ
ト
、
ヘ
チ
マ
、
そ

し
て
、
き
ゅ
う
り
の
根
元
か
ら
出

て
き
た
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
で
す
。

朝
、
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
ヘ
チ

マ
の
鉢
が
あ
る
温
室
に
水
を
あ
げ

に
行
き
ま
す
。
次
に
、
ス
イ
カ
畑

に
水
を
あ
げ
に
行
き
ま
し
た
。
毎

日
、
続
け
ま
し
た
。
初
め
は
、
何

の
変
化
も
な
く
て
、
い
や
に
な
っ

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
友
達

の
優
也
君
が
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た

の
で
、
忘
れ
る
こ
と
が
な
く
世
話

が
で
き
ま
し
た
。
も
し
一
人
だ
っ

た
ら
、
途
中
で
、
や
め
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
で

行
っ
た
か
ら
、
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
週
間
ぐ
ら
い
過
ぎ
た
こ
ろ
や

っ
と
ヘ
チ
マ
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。小
さ
な
か
わ
い
い
芽
が
、

出
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
う
れ
し
く

な
っ
て
、
す
ぐ
に
教
室
に
帰
っ
て

先
生
に

「
先
生
、
ぼ
く
の
ヘ
チ
マ
の
芽
が
出

た
よ
。」

と
報
告
し
ま
し
た
。
先
生
は
、

「
よ
か
っ
た
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
も
毎
日
、
ヘ
チ
マ
の
芽
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
芽
は
、
だ
ん
だ
ん

伸
び
て
来
ま
し
た
。
友
達
の
鉢
か

ら
も
芽
が
出
て
き
ま
し
た
。で
も
、

ま
だ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
出
て
こ
な
い
鉢

も
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、（
ぼ
く

の
鉢
か
ら
芽
が
出
て
き
て
よ
か
っ

た
な
あ
。）
と
思
い
ま
し
た
。
一
ヶ

月
が
過
ぎ
る
と
本
葉
が
出
て
、
だ
ん

だ
ん
葉
の
数
が
ふ
え
て
手
の
ひ
ら

ぐ
ら
い
の
葉
が
五
枚
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
は
観
察
カ
ー
ド
に
記

録
を
し
て
鉢
か
ら
花
だ
ん
に
植
え

ま
し
た
。
し
っ
か
り
大
き
な
ヘ
チ

マ
に
な
る
よ
う
に
願
い
な
が
ら
植

え
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
毎
日

水
を
や
り
に
行
き
ま
し
た
。
こ
ん

ど
は
、
な
わ
に
つ
る
が
か
ら
ん
で

ぐ
ん
ぐ
ん
育
ち
ま
し
た
。
葉
が
ぼ

く
の
顔
ぐ
ら
い
の
も
あ
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
た
っ
た
あ
る
日
、
水

を
や
っ
て
い
る
時
、
黄
色
の
ヘ
チ

マ
の
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
う
れ
し
く

な
っ
て
、
友
達
に
も
教
え
て
あ
げ

ま
し
た
。た
く
さ
ん
咲
い
た
こ
ろ
、

理
科
の
授
業
で
お
花
や
、
め
花
に

つ
い
て
知
り
、
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
ん
な
ふ

う
に
実（
ヘ
チ
マ
）が
な
る
の
か
も
、

分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
と
、
大
き
く
な
っ
て
い

く
ヘ
チ
マ
を
観
察
し
て
い
き
ま
し

た
。大

き
な
ヘ
チ
マ
の
茎
を
切
っ
て

地
面
か
ら
栄
養
分
を
す
い
あ
げ
ら

れ
て
い
く
か
を
調
べ
ま
し
た
。
そ

し
て
上
の
方
と
下
の
方
の
た
ま
り

ぐ
あ
い
を
見
ま
し
た
。
下
の
方
の

茎
の
方
が
多
く
一
升
ビ
ン
に
半
分

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以

上
た
ま
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、
先

生
が
薬
局
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

化
し
ょ
う
す
い
に
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
手
に
つ
け
た
ら
と
て
も
つ

る
つ
る
に
な
り
ま
し
た
。
容
器
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

夏
の
終
わ
り
ご
ろ
、
大
き
な
ヘ

チ
マ
は
茶
色
っ
ぽ
く
な
り
か
け
て

き
た
こ
ろ
、
ヘ
チ
マ
取
り
を
し
た

あ
と
た
わ
し
を
作
り
ま
し
た
。
ヘ

チ
マ
を
切
っ
て
見
る
と
、
白
い
す

じ
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
黒
い
種

が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
て
、
と
て

も
、
お
も
ろ
し
か
っ
た
で
す
。
す

じ
の
と
こ
ろ
を
た
わ
し
に
し
ま
し

た
。
家
に
持
ち
帰
っ
て
ぼ
く
は
、

「
学
校
で
た
わ
し
作
っ
た
か
ら
あ
げ

る
。」

と
お
母
さ
ん
に
言
い
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
が

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

黒
い
た
ね
は
、
三
年
生
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
た
、
来
年
、
そ
の
種
か

ら
新
し
い
芽
が
出
て
き
て
、
ぼ
く

ら
が
感
動
し
た
よ
う
に
三
年
生
た

ち
が
体
験
で
き
れ
ば
、
と
て
も
う

れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ヘ
チ

マ
を
作
っ
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
だ
、
野
菜
も
作
っ
て
、
食

べ
て
み
て
お
店
で
買
う
の
と
は
ま

た
あ
じ
が
ち
が
っ
て
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
来
年
は
、
ほ
か
の
野
菜

や
く
だ
も
の
な
ど
を
作
っ
て
み
た

い
で
す
。

作文コンクール
2作品を紹介します～
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と
、
言
い
な
が
ら
、
ぬ
い
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
豆
の
実
を

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
と
り
ま
し
た
。

え
だ
豆
は
、
お
母
さ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
に
手
つ
だ
っ
て
も

ら
っ
て
、
ず
ん
だ
だ
ん
ご
に
し
て

食
べ
ま
し
た
。
あ
ま
く
て
、
豆
の

に
お
い
が
ぷ
う
ん
と
し
て
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

大
豆
は
、
老
人
会
と
名
人
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
豆
ふ
に
し

て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
手
づ
く
り
の
豆
ふ
で

す
。
と
ろ
っ
と
し
て
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
豆
が
、
豆
ふ
に
な
る
な

ん
て
、
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、
豆
み
そ
や
か
ず

の
子
豆
や
お
か
ら
入
り
を
作
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
ど
れ
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。
も
ら
っ
た
豆
を
家
で

豆
み
そ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
み

ん
な
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
ま
し

た
。豆
の
話
も
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
三
年
生
は
、
み
ん

な
「
で
っ
か
い
豆
は
か
せ
」
に
な

れ
ま
し
た
。
豆
の
こ
と
な
ら
、
ち

ょ
っ
と
も
の
知
り
に
な
れ
ま
し
た
。

豆
づ
く
り
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
て
よ

か
っ
た
で
す
。楽
し
か
っ
た
で
す
。

●
入
　
賞
●

で
っ
か
い

豆
は
か
せ
に
な
ろ
う

大
山
小
三
年
（
現：

四
年
）

安
斎
　
美
波
さ
ん

今
年
、
三
年
生
は
、「
で
っ
か

い
豆
は
か
せ
」
を
め
ざ
し
て
、
豆

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、（
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か

な
。
む
ず
か
し
い
か
な
。）
と
、
し

ん
ぱ
い
し
ま
し
た
。
畑
で
、
豆
を

つ
く
る
の
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と

だ
か
ら
で
す
。

で
も
、
一
週
間
ぐ
ら
い
た
っ
て

か
ら
、
豆
の
先
生
が
、
学
校
に
来

て
く
れ
て
、
豆
の
し
ゅ
る
い
や
豆

の
え
い
よ
う
、
そ
れ
か
ら
、
一
番

知
り
た
か
っ
た
豆
の
世
話
の
し
か

た
を
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
豆
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
、や
る
気
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

は
や
く
、
豆
を
ま
き
た
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
豆
の
こ
と
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い

つ
で
も
教
え
て
く
れ
る
と
い
わ
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

い
よ
い
よ
、
豆
を
ま
く
日
が
来

ま
し
た
。
西
村
く
ん
の
お
父
さ
ん

が
、
豆
先
生
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
西
村
さ
ん
は
、
豆
の
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
る
し
、
友
だ
ち
の
お

父
さ
ん
だ
か
ら
、
と
っ
て
も
助
か

る
と
思
い
ま
し
た
。
豆
は
、
黄
色

く
て
小
さ
く
て
、
ま
ん
ま
る
で
し

た
。
手
の
平
の
上
で
こ
ろ
こ
ろ
と

こ
ろ
が
っ
て
、
か
わ
い
い
た
ね
で

し
た
。
お
ち
な
い
よ
う
に
、
し
っ

か
り
も
っ
て
、
た
ね
を
土
の
中
に

入
れ
ま
し
た
。
ゆ
び
の
ふ
か
さ
ぐ

ら
い
に
あ
な
を
あ
け
て
、
そ
っ
と

入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
上
か
ら

や
さ
し
く
土
を
か
ぶ
せ
、
水
を
か

け
て
や
り
ま
し
た
。
め
が
で
て
く

る
日
が
楽
し
み
で
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

あ
る
日
、畑
に
行
っ
て
み
る
と
、

み
ど
り
の
小
さ
な
は
っ
ぱ
が
で
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
、

「
や
っ
た
あ
。
で
て
よ
か
っ
た
ね
。」

と
、
に
こ
に
こ
で
し
た
。

「
も
っ
と
、も
っ
と
大
き
く
な
あ
れ
。」

と
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

次
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
二
つ

た
ね
を
ま
い
て
、
そ
だ
っ
た
ま
め

の
う
ち
元
気
な
方
を
の
こ
し
て
、

一
つ
の
方
は
、
と
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ

た
け
ど
、
大
き
く
そ
だ
て
る
た
め

の
せ
わ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

五
月
の
お
わ
り
に
ま
い
た
た
ね

も
、
六
月
、
七
月
と
、
ど
ん
ど
ん

葉
を
つ
け
て
、
大
き
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
、

草
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
で
、

何
回
も
草
を
む
し
り
ま
し
た
。
や

っ
て
も
や
っ
て
も
、
草
は
ぜ
ん
ぶ

む
し
れ
な
く
て
、
こ
し
が
い
た
く

な
り
、
み
ん
な
、

「
つ
か
れ
た
あ
。」

と
言
い
な
が
ら
む
し
っ
て
い
ま
し

た
。
豆
ま
で
ぬ
け
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
も

う
一
ど
、
土
の
中
に
う
め
て
、
た

お
れ
な
い
よ
う
に
、
ぼ
う
の
さ
さ

え
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
だ
っ
て
く

れ
る
か
、
心
ぱ
い
だ
っ
た
け
ど
、

み
ん
な
ぶ
じ
に
そ
だ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。
夏
休
み
に
は
、
お
家
の
人

も
草
む
し
り
を
手
つ
だ
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

八
月
に
は
、
高
さ
が
、
二
十
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
、
た

く
さ
ん
の
花
を
つ
け
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、花
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

実
が
で
て
き
て
、
た
く
さ
ん
た
く

さ
ん
の
豆
を
つ
け
ま
し
た
。

し
ゅ
う
か
く
の
時
に
は
、
み
ん

な
で
、

「
よ
い
し
ょ
。」

農作業体験学習
～今月は入賞作品の
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『介護者のつどい』今年度2回目を開催します。
今回は、温泉につかり日頃の疲れをいやしていただこうと、日帰り温泉

ツアーを企画しました。
ほんのひとときでも介護を忘れ、ちょっと一息つきませんか。皆様のご

参加をお待ちしております。
日　　時：16年11月7日（日）午前9時30分～午後3時30分（予定）
集合場所：保健センター
内　　容：日帰り温泉　穴原温泉『渓苑花の瀬』＆ドライブ
対 象 者：現在、ご家庭において介護をされている方。
参 加 料：無　料
申込方法：10月27日（水）までに、在宅介護支援センター（保健センター内）へご連絡ください。
そ の 他：ご希望により、当日、介護を受けている方はデイサービスセンターでお過ごしいただく

ことができます。出席の連絡の際に、お知らせください。（昼食は有料となりますのでご
了承ください）

「家族ほど近すぎず、他人ほど遠すぎない場で、私たちと一緒に考えていきませんか。」
大玉村在宅介護支援センター　�48-3131（内線296）

介護者のつどいのお知らせ

★人はどんなふうに衰えていくの？
かつては年をとるごとに健康度は失われると考えられていましたが、約8割の人は

死の直前までしっかりとしており、それから急速に衰えていきます。多くの場合最後

まで健康は保たれます。

★元気高齢者の特徴は？
70歳を「古希」と呼びますが、現在では100歳を超える人は全国で2万人弱います。

元気高齢者の共通する特徴は

①健康的な生活習慣を実践している。

②身体的、精神的、社会的に活動的な生活をしている。

③生きがい感や生活満足度が高く、長生きへの意欲が高い。

★いつまでも心身ともに自立して活動的な生活（健康寿命）を送るためには
①健康寿命を損なう病気やけがを予防する

②老化のスピードを遅らせる

③運動などで心身のレベルを上げる
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このページに関するお問い合わせは、健康福祉課 � 48－3131

Ｑ：夜中に足がつるのですが、原因は何ですか？ 
Ａ：“足がつる”（こむらがえり）とは、筋肉が縮んで伸びなくなった 

状態のことです。 
一番の原因は筋肉疲労と言われています。筋肉が疲れすぎて、う 
まく神経系統との連携がとれないのです。運動する前に十分に準 
備運動をすると良いでしょう。また、水分不足でもおこることがありますので、水分をとるよう心が
けましょう。しかし、頻繁に足がつるようなら要注意！椎間板ヘルニアや糖尿病、動脈硬化といった
病気が隠れていることもありますので、医療機関で相談してください。 

　大玉村老人クラブ連合会主催の健康講演会が9月17日保健センター

で開催されました。 

　社会保険二本松病院泌尿器科部長松岡久光先生を講師にお招きし、

男女合わせて約60名が前立腺がんなど病気について学びました。 

　前立腺は男性にだけある臓器で、精液の一部をつくる臓器です。前

立腺は、膀胱から出た尿道を取り巻くように存在し、栗の実のような

形をしています。前立腺がんは、食事の欧米化及び高齢化社会に伴

い、その頻度は増加傾向にあります。年齢別にみますと加齢とともに

発生の頻度は増加しており、前立腺がんは高齢者の病気であるといえ

ます。症状は前立腺が尿道を囲むようにあるため、前立腺がんが発生

するとその増殖により尿道が圧迫されてさまざまな症状がみられるよ

うになります。まず、尿が出にくい、尿の回数が多い、排尿後、尿が

残った感じがする、夜間多尿、尿意を感じるとトイレに行くまでに排

尿が我慢できない状態などの症状が見られることがあります。気にな

る症状がある場合は、泌尿器科で是非ご相談ください。 

●●●●●●●●●●●●●● 　●●●●●●●●●●●●●●�

健康相談室�

健康出前講座で学習�

○前立腺とは�

◆骨まで愛して！　〇×クイズ�
第1問　骨粗鬆症とは、骨が細くなる病気である�
　　　　　　答　　○　　×�
第2問　若いとき（20～30歳代）に骨の密度が高い人は、将来、骨粗鬆症になる心配はない。�
　　　　　　答　　○　　×�
第3問　イギリスの人は、インドの人にくらべて骨折患者が多い�
　　　　　　答　　○　　×�
第4問　血液中のカルシウム濃度は、毎日変化している�
　　　　　　答　　○　　×�
第5問　やせている人と、太っている人では、やせている人の方が骨量が少ない�
　　　　　　答　　○　　×�
第6問　納豆はビタミンEが多く含まれるので、骨粗鬆症を予防する働きがある�
　　　　　　答　　○　　×�

　　�

※　参加申し込み、お問い合わせは、大玉村役場健康福祉課または在宅介護支援センターまで。�

�

　解　答　　問1 ×　 問2  ×　 問3  ○　 問4  ×　問5  ○　 問6  ×�

�
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【
高
齢
者
人
口
な
ど
の
推
移
・
要
介
護
認
定
者
・

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
推
移
】

介
護
保
険
制
度
も
４
年
が
経
過
し
、
第
２
期
が
ス

タ
ー
ト
し
て
１
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
４
年
間
の
介
護
保
険
事
業
の
現
状
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
高
齢
者
人
口
の
伸
び
は
穏
や
か
で
す
】

大
玉
村
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、
平
成
１６
年
７
月

末
１
、
９
０
６
人
で
高
齢
化
率
は
２２
・
２
％
で
、
平
成
１２
年

度
末
の
２１
・
５
％
と
比
較
し
０
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
の
１
・
５
％
の
増
加
に
比
べ
伸
び
率
は
穏
や
か
で
す
。

（
表
１
）

【
６５
歳
以
上
高
齢
者
の
１０
人
に
一
人
が
認
定
を
受
け
て
い
る
】

平
成
１２
年
１０
月
末
の
６５
歳
以
上
高
齢
者
の
認
定
率
は
６
・

６
％
で
し
た
が
、
平
成
１６
年
７
月
末
に
は
１０
・
０
％
と
な
り

認
定
を
受
け
る
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。（
図
２
）

【
軽
度
か
ら
中
度
の
要
介
護
状
態
の
認
定
者
は
７
割
】

要
介
護
認
定
者
の
介
護
度
別
状
況
は
、
平
成
１６
年
７
月
で

は
、
軽
度
の
要
支
援
・
要
介
護
１
で
３９
・
２
％
、
中
度
の
要

介
護
２
、
要
介
護
３
で
３５
・
７
％
、
重
度
の
要
介
護
４
、
要

介
護
５
で
２５
・
１
％
と
な
り
、
軽
度
及
び
中
度
を
合
わ
せ
る

と
７４
・
９
％
と
７
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１２
年
１０

月
と
平
成
１６
年
７
月
を
比
較
し
て
み
る
と
、
認
定
者
数
の
伸

び
は
平
均
で
１
・
５
倍
で
、
介
護
度
別
に
見
る
と
要
介
護
１

の
伸
び
は
２
・
５
倍
と
最
も
伸
び
て
い
ま
す
。（
図
１
）

【
認
定
者
の
約
７
割
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
】

認
定
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
割

合
は
、
平
成
１２
年
度
で
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
６２
・
９
％
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
３７
・
１
％
で
し
た
が
、
平
成
１５
年
度
で
は
居
宅
サ

ー
ビ
ス
７１
・
０
％
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
２９
・
０
％
と
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
の
伸
び
が
み
ら
れ
ま
す
。（
表
２
）

【
要
介
護
認
定
者
の
増
加
と
制
度
の
浸
透
に
伴
い
、

介
護
給
付
費
が
伸
び
て
い
ま
す
】

認
定
者
の
増
加
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
及
び
サ
ー
ビ

ス
利
用
率
の
伸
び
に
伴
い
、年
々
給
付
費
は
伸
び
て
い
ま
す
。

平
成
１２
年
度
の
保
険
給
付
費
は
１
７
７
、
１
２
３
千
円
で
、

おおおお
おおおお
たたたた
まままま
のののの

介介介介
護護護護
保保保保
険険険険

高齢者人口等の推移（表1）�

介護サービス利用者数（表2）�

要介護（要支援）認定者数の推移（図1）�

第1号被保険者に対する要介護認定者の出現率（図2）�

居宅サービス� 施設サービス� 合　計�

利用者数�

平成12年度�

平成13年度�

平成14年度�

平成15年度�

   658�

   733�

1,064�

1,344

（単位：人、％）�

※12年度～15年度は年度末�

資料：介護保険事業状況報告�

年度等�平成12年度�
（2000）�区分�

総人口�
　構成比(％）�

8,573�
100.0％�

平成13年度�
（2001）�

平成14年度�
（2002）�

平成15年度�
（2003）�

平成16年7月末�
（2004）�

65歳以上�
　構成比(％）�

1,839�
21.5％�

8,605�
100.0％�

1,882�
21.9％�

8,600�
100.0％�

1,906�
22.2％�

8,604�
100.0％�

1,899�
22.1％�

8,593�
100.0％�

1,906�
22.2％�

62.9�

65.1�

65.8�

71.0

388�

393�

553�

548

37.1�

34.9�

34.2�

29.0

1,046�

1,126�

1,617�

1,892

ー�

  7.6�

43.6�

17.0

構成比� 利用者数� 構成比� 利用者数� 前年比�
増加率�

0
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40

50

60
人�

要支援�

12年10月末�

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

平成12年10月　　　平成13年10月　　　平成14年10月　　　平成15年10月　　　平成16年7月�

0

5
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15

％�

13年10月末� 14年10月末� 15年10月末� 16年7月末�

9.7

6.6 7.5
9.0

10.2 10.0

10.6
11.9

13.2

出現率（県）�
出現率（村）�
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平
成
１５
年
度
の
給
付
費
は
２
９
８
、
０
０
８
千
円
と
約
１
・

７
倍
と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
サ
ー
ビ
ス
保
険
給
付
費
の
割
合
は
、平
成
１２
年
度
で
は
、

居
宅
対
施
設
は
６２
・
９
％
対
３７
・
１
％
で
、
平
成
１５
年
度
で

は
居
宅
対
施
設
は
４５
・
６
％
対
５４
・
４
％
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
の
構
成
割
合
の
差
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
１５
年
度
に
は
介
護
報
酬
の
見
直
し
で
の

マ
イ
ナ
ス
２
・
３
％
（
在
宅
マ
イ
ナ
ス
０
・
１
％
、
施
設
マ
イ

ナ
ス
４
・
０
％
）
が
影
響
し
て
お
り
、
平
成
１４
年
度
ま
で
と

の
比
較
は
単
純
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
１２
年
度
か
ら
１４
年
度

ま
で
の
構
成
割
合
の
推
移
を
み
る
と
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
伸

び
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
の

給
付
額
が
一
番
伸
び
て
い
ま
す
】

居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪

問
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
の
順
に
保
険
給
付
費
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１４
・
１５
年
度
に
つ
い
て
は
、

短
期
入
所
療
養
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
給
付
費
の
伸

び
が
目
立
ち
ま
す
。（
図
３
）

在宅介護サービスの種類別給付額の推移（図3）�

�

居宅支援�

住宅改修�

短期入所療養介護�

短期入所生活介護�

福祉用具貸与�

通所リハビリテーション�

通所介護�

訪問看護�

訪問入浴介護�

訪問介護�

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000�
千円�
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927
595
497
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2,721
799

6,231

7,666

10,245

10,394

7,373
5,980

4,337

6,137
4,804

2,725
3,844

8,403
12,840

16,469

13,732
18,099

23,319

18,469

17,262
21,687

30,146

3,788
2,160

840

5,218
7,109

8,738
12,329
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3,844
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12,840

16,469

13,732
18,099

23,319
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17,262
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平成14年度�
平成13年度�
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�
高額介護（居宅支援）�

サービス費�
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│
│
│
│
　
こ
の
頁
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
�
48
―
３
１
３
９
　
│
│
│
│

九
月
二
十
九
日
に
寿
大
学
運
動

会
が
開
催
さ
れ
、
約
七
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
四
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
十
二
の
種
目
で
得
点
を

競
い
合
い
、
皆
さ
ん
楽
し
く
競
技

し
て
い
ま
し
た
。

寿
大
学
運
動
会
！

平
成
十
六
年
十
一
月
三
日
（
文
化

の
日
）
雨
天
決
行

午
前
八
時
受
付→

開
会
式
八
時
三

十
分→

ス
タ
ー
ト
九
時

大
玉
村
体
育
協
会
主
催
で
実
施
い

た
し
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
の
、
交
通
事

情
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
せ
先：

改
善
セ
ン
タ
ー

（
�
４８
―
３
１
３
９
）（
体
育
協
会

事
務
局
）

集
合
場
所：

大
玉
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

コ
ー
ス：

中
学
校
周
回
コ
ー
ス

第
十
六
回

あ
だ
た
ら
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

○と　　　き　　　11月21日（日）�
　　　　　　　　　午前8時スタート�
　　　　　　　　　午後1時10分ゴール予定�
○コ　ー　ス　　　白河総合運動公園陸上競技場～�
　　　　　　　　　　　福島県庁前（16区間95.2㎞）�
○村内通過コース　　　旧4号国道（堀切～馬尽）�
○村内中継所　　　第11中継所　（株）イイジマ前�
○通過予定時間　　　11時20分～12時10分頃�

～毎年大健闘のわが大玉村チーム～�
�

◆昨年（第15回）の成績◆�
�
● 総　合‥‥第40位�
● 村の部‥‥第 7 位�
�

昨年以上の成績を目指して、週2回（火・金曜日）�
大玉中学校校庭で合同練習に励んでいます。�

みなさんの沿道での熱いご声援をお願いします。�

�
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○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
大
玉
村
民
ゴ
ル
フ
大
会（
138
名
）

よ
り
四
万
三
千
七
百
円

福
島
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
の
職

員
採
用
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
受
付
期
間
は
十
一
月
五
日

ま
で
で
す
。
採
用
試
験
な
ど
の
詳

し
い
こ
と
は
、
福
島
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
０
２
４
│
５
２
３
│
２
７
０
０

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
。

十
一
月
六
日
か
ら

十
二
日
は
年
金
週
間
で
す

社
会
保
険
庁
で
は「
い
い
老
後
」

に
ち
な
み
、
毎
年
十
一
月
六
日
か

ら
十
二
日
を
年
金
週
間
と
定
め
て

い
ま
す
。

近
年
、
平
均
寿
命
が
ま
す
ま
す

伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
長
寿
は
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
少
子

化
時
代
に
は
、
長
い
老
後
生
活
の

保
障
を
、
自
分
の
子
供
に
頼
る
だ

け
で
は
万
全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
貯
蓄
な
ど
を
備
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
将
来
の
経
済
社

会
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

し
て
、自
分
が
何
歳
ま
で
生
き
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
備
え
が
必
要
な
の

か
は
、
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
全

体
で
老
後
を
支
え
る
仕
組
み
で
あ

る
国
民
年
金
な
ど
、
公
的
年
金
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

公
的
年
金
は
、
将
来
の
経
済
社

会
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、

や
が
て
必
ず
訪
れ
る
長
い
老
後
の

収
入
確
保
を
約
束
で
き
る
唯
一
の

も
の
な
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
年
金
は
自

分
自
身
の
将
来
の
問
題
と
受
け
止

め
、『
年
金
制
度
』
に
対
す
る
理
解

を
一
層
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
委
員
は
、
公
的
年
金

制
度
に
対
し
て
国
民
の
み
な
さ
ん

に
理
解
と
信
頼
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
方
々
で
す
。
県
内
の
各
社

会
保
険
事
務
所
毎
に
「
国
民
年
金

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
県
に
は
「
国
民
年
金
委
員
会

連
合
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
委
員
の
方
の
主
な
活

動
と
し
ま
し
て
は
、
社
会
保
険
事

務
所
と
地
域
住
民
の
方
々
と
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
国
民
年
金

な
ど
公
的
年
金
に
関
す
る
お
知
ら

せ
や
ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

「
国
民
年
金
委
員
」っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　村では、村内商工業の振興発展と地域経済の活性化を図るため、大玉村商業振興協同組合が行う
『プレミアム付共通商品券販売事業』に対し、補助を実施しております。景気の低迷が続く中、こ
の機会にお得な共通商品券を購入されてはいかがでしょうか。 
1．予約受付開始日　　平成16年11月17日（水）午前9時から午後5時まで 
2．予約受付場所　　大玉村商工会窓口のみ 
　　　　　　　　　　　※受付時間内に限り電話予約を受付けます。 
3．発 行 枚 数　　先着11,000枚‥‥なくなり次第終了となります。 
4．購 入 限 度 額　　下限10,000円　　上限300,000円 
　 ※お買い上げ金額の10％分を還元いたします。 
　　　　例えば：　現金10,000円で11,000円分の商品券が 
　　　　　　　　　現金300,000円で330,000円分の商品券が購入できます。 
※　共通商品券は、村内138事業所で利用いただけます。 
※　予約手続きの1週間後に現金引換えにて商品券をお渡しいたします。 
※　11月17日以前の申込みは一切受付いたしません。 
※　プレミアム付共通商品券の販売について、詳しくは大玉村商業振興協同組合 
　（大玉村商工会内　�48－3931）にお問合せください。 

役場企画財政課企画商工観光係�

第2弾�第2弾�第2弾�

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

注
意
が
必
要
な
感
染
症
！
◆

�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
�
と
�
か
ぜ
�

と
は
、
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
種

類
が
異
な
り
、
通
常
の
�
か
ぜ
�
は

の
ど
や
鼻
に
症
状
が
現
れ
る
の
に
対

し
、�
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
�
は
、
急
に

38
〜
40
度
の
高
熱
が
で
る
の
が
特
徴

で
す
。
さ
ら
に
、
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
、

関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
も
強
く
、

こ
れ
ら
の
激
し
い
症
状
は
、
通
常
５

日
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
ま
た
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
や
す
く
、
重

症
化
す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
、
体
力
の
な
い
高
齢

者
や
乳
幼
児
な
ど
は
命
に
か
か
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
早
め
に
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
48

時
間
以
内
に
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
！
◆

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
が
で
た

ら
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。症
状
が
出
て
か

ら
48
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え

る
薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
◆

１．

栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る

→

体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め

る
こ
と
で
感
染
し
に
く
く
な
り
ま

す
。

２．

人
ご
み
を
避
け
る

→

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
寄

せ
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３．

適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

→

ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、
低
湿
を
好

み
、
乾
燥
し
て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス

が
長
時
間
空
中
を
漂
っ
て
い
ま
す
。

加
湿
器
な
ど
で
室
内
の
適
度
な
湿

度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

４．

外
出
後
の
手
洗
い
と
う
が
い
の

励
行

→
手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
を
、

う
が
い
は
の
ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま

す
。

５．

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

◆
あ
な
た
の
自
己
判
断
は
危
険
？
◆

１．

以
前
に
病
院
な
ど
で
も
ら
っ
た

抗
生
物
質
を
飲
む

×→

抗
生
物
質
は
細
菌
に
効
果
の

あ
る
薬
で
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
き
ま

せ
ん
。

２．

市
販
の
か
ぜ
薬
を
飲
む

×→

熱
、
咳
、
鼻
水
な
ど
の
症
状

を
抑
え
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
直
接
き
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

３．

予
防
接
種
を
受
け
た
の
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
か
か
ら
な
い
。

×→

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く

く
な
り
、
か
か
っ
て
も
重
く
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
流
行

し
た
型
が
違
う
場
合
な
ど
、
100
％

か
か
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
◆

村
で
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
、
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
で
予
防
接
種
を
希
望
す

る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
や
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ

る
方
で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

【
実
施
場
所
】
委
託
医
療
機
関

（
表
１
を
ご
覧
下
さ
い
）

【
実
施
期
間
】
平
成
16
年
10
月
18
日
�

〜
平
成
17
年
１
月
31
日
�

【
料
　
金
】

自
己
負
担
金
　
２
、０
０
０
円

※
自
己
負
担
金
を
医
療
機
関
に
支
払

っ
て
下
さ
い
。

（
委
託
金
額
は
４
、
０
０
０
円
で
２

分
の
１
を
村
が
負
担
し
ま
す
）

※
１
人
に
付
き
１
回
分
を
村
が
負
担

し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
接
種
希
望
者
が
、委
託

医
療
機
関
に
直
接
電
話
等
で
申
込
み

し
て
下
さ
い
。

【
そ
の
他
】
委
託
医
療
機
関
以
外（
安

達
管
外
）
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、必

ず
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
問
合
先
】
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
�
４８
―
３

１
３
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

実施時間�実施曜日�電話番号� 予防接種待合室�医療機関名�

表1　インフルエンザ予防接種実施医療機関抜粋（原則として予約制です）�

12:00～12:30�
10:30～12:00／15:00～16:30�
10:30～12:00�
9:30～11:30／14:00～17:30�
8:30～11:30�
9:00～12:00�
14:00～17:00�
11:30～12:00／15:00～16:00�
11:30～12:00�
11:00～12:00／14:00～16:00�
11:00～12:00�
9:00～11:30�
13:00～14:00�
14:00～15:00�
9:00～11:00／15:00～17:00�
9:00～11:00�
12:00～12:30

火 木 �
月 火 木 金 �
水 土 �
月 ～ 金 �

土�
月 ～ 土 �
月 火 水 金 �
月 火 木 金 �
水 土 �
月 ～ 金 �

土�
月火水木土�
月 ～ 金 �
火 水 金 �
月 火 木 金 �
水 土 �
月 ～ 土 �

6 3 - 2 8 2 6�

3 3 - 5 8 6 6�

3 3 - 4 1 4 1�

3 3 - 1 0 8 8�
3 3 - 3 7 1 1�

3 4 - 1 1 8 8�

3 3 - 2 7 2 1�

3 3 - 2 5 8 8�
3 3 - 2 5 4 7�
3 4 - 6 4 1 8�

6 3 - 2 3 3 3�

3 4 - 3 3 1 1

無�

無�

有�

有�
無�

無�

無�

無�
無�
有�

有�

無�

い し わ た ク リ ニ ッ ク�

（医）上 遠 野 内 科 医 院�

兼 谷 胃 腸 科 外 科 医 院 �

（医）国 分 整 形 外 科 医 院�
今 野 外 科・整 形 外 科 医 院 �

（医）坂 本 ク リ ニ ッ ク�

（医）慈 久 会 谷 病 院�

（医）落 合 会 東 北 病 院�
県 立 病 院 本 宮 診 療 所 �
よし だ こ ども クリ ニ ック�

よ し だ 内 科 �

（医）渡 辺 ク リ ニ ッ ク�

【本宮町】�

11:00～12:00／14:00～16:00�
11:00～12:00

月 ～ 金 �
土（第1・3・5）�

48－3367 無�（医）慈久会谷病院大玉診療所�

【大玉村】�



実施時間�実施曜日�電話番号� 予防接種待合室�医療機関名�
13:30～14:00�
8:30～12:30／13:30～17:30�
9:00～12:00�
13:30～14:00�
13:30～16:00�
13:30～15:00�
8:15～9:00／13:30～14:00�
16:30～17:30�
8:15～9:00�
9:00～11:00／15:00～17:00�
9:00～12:00�
13:30～16:30�
13:30～14:00�
13:00～14:00�
8:45～9:30／13:45～14:30�
8:45～9:30�
9:00～11:30／14:00～17:00�
9:00～11:30�
9:00～11:30／14:00～14:30�
9:00～12:00／14:00～17:00�
9:00～12:00�
13:30～14:00�
13:30～14:00�
13:30～14:00�
12:00～12:30�
8:00～8:30／14:00～15:00�
8:00～8:30�
8:45～12:00／14:00～18:00�
8:00～12:00／14:00～17:00

月 火 木 金 �
月 ～ 金 �

土�
月火水金土�
月 ～ 金 �
月 ～ 水 �

月 ～ 金 �

土�
月 ～ 金 �

土�
月 火 木 金 �
月 火 水 金 �
月火木金土�
月 火 水 金 �
木 土 �
月 火 水 金 �

木�
土�

月 水 金 �
火 木 土 �
月 ～ 金 �
月 ～ 金 �
月 火 木 金 �
水 土 �
月 火 水 金 �
木 土 �
月 ～ 金 �

金�

2 2 - 3 1 0 3�

2 2 - 3 0 0 1�

2 3 - 0 6 4 8�
2 3 - 1 2 3 1�
2 2 - 0 6 8 2�
�
2 2 - 0 0 3 6�
�

2 2 - 0 5 7 0�

2 4 - 2 8 3 0�
2 2 - 9 2 5 5�
2 2 - 6 6 8 8�

2 2 - 0 0 3 5�

�
2 3 - 2 1 1 1�
�

2 2 - 0 3 0 1�

2 2 - 2 8 2 8�
2 2 - 3 1 0 0�

2 2 - 5 5 1 2�

2 3 - 3 8 8 3�

2 3 - 5 1 5 8�
2 2 - 3 2 1 5

無�

有�

無�
有�
無�
�
無�

�
有�

有�
有�
無�

無�

�
有�
�

有�

無�
有�

無�

無�

有�
有�

（医）青 木 整 形 外 科 医 院�

安 斎 内 科 胃 腸 科 医 院 �

内 科 小 児 科 岩 本 医 院 �
社 会 保 険 二 本 松 病 院 �
整 形 外 科 内 科 小 林 医 院 �
�
（医）静 心 会 　 斎 藤 医 院�

�
佐 久 間 内 科 小 児 科 医 院 �

東 雲 堂 医 院 �
（医）ダザイ胃腸科内科医院�
土 川 内 科 小 児 科 �

（医）実生会土川産婦人科医院�

�
（医）外科胃腸科肛門科原医院�

�
本 田 レ デ ィスクリニック�

（医）辰 星 会 　 枡 病 院�
（医）辰 星 会 　 枡 記 念 病 院�

み う ら 内 科 ク リ ニ ッ ク�

（医）三 浦 内 科 医 院�

（医）慈水会みずのクリニック�
（医）森 小 児 科 医 院�

【二本松市】�

第４７７号 １６・１０・１５� 広　報　お　お　た　ま

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

の
お
知
ら
せ

風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
14
〜
21
日
の
潜
伏
期
を
経
て
、
発

熱
と
と
も
に
全
身
に
発
疹
が
出
ま
す
。

症
状
が
は
っ
き
り
出
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

妊
娠
初
期
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

に
白
内
障
、
心
臓
の
病
気
、
難
聴
（
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
）
等
の
症
状
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
20
〜

30
代
の
女
性
の
う
ち
、
風
し
ん
に
対
す

る
免
疫
（
抵
抗
力
）
を
持
た
な
い
方
は
、

全
国
で
78
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
妊
娠
の
予
定
の
あ
る
方
で
、
過

去
に
風
し
ん
の
感
染
歴
、
あ
る
い
は
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予

防
の
た
め
、
妊
娠
２
か
月
前
ま
で
に
、

積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
（
自
己
負
担
）。
現
在

妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
一
緒
に
住
ん
で

い
る
ご
家
族
の
方
も
、
う
つ
さ
な
い
た

め
に
も
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
自
己
負
担
）。

予
防
接
種
法
で
は
、
１
〜
７
歳
半
ま

で
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
村
に
よ

る
公
費
負
担
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
か
確
認

し
た
上
で
、
早
め
に
接
種
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

風
し
ん
が

流
行
し
て
い
ま
す
！

ス
ト
レ
ス
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

う
つ
病
や
不
眠
症
な
ど
「
こ
こ
ろ
の
病

気
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
病
気
と
気
付

か
な
い
で
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
で
き
る
場
の
１
つ
と
し
て
、
村

で
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、家
族
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
　
時：

平
成
16
年
12
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

平
成
17
年
３
月
８
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
　
所：

保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

こ
こ
ろ
に
関
す
る
相
談

※
子
育
て
の
悩
み
や
、
思
春
期
に
関

す
る
こ
と
な
ど
幅
広
い
方
を
対
象

と
し
ま
す
。

料
　
金：

無
料

そ
の
他：

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
必
ず
電
話
で
お
申
込

み
下
さ
い
。

申
込
先：

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
電
話
４８
│
３
１
３
０
）

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

の
お
知
ら
せ



第４７７号１６・１０・１５ �広　報　お　お　た　ま

�

�

◆岳線と竹ノ内線を運行するバス会社が平成16年10月1日から協和交通に変わりました。�
◆この変更に伴い、運行時刻が下記のとおり若干変わりました。�
◆運休日は日曜日、祝日、12月29日から1月3日までです。�
◆全線フリー乗降制ですが、混雑している道路や狭い道路、交差点付近などでは乗降できません。�
◆お乗りの方は手を上げて運転手にお知らせください。�
◆降りる時は、イスに座ったままで運転手に声をかけて下さい。�

●大玉村内の乗り降りは200円　　●大玉村内から本宮町内までは200円�
●大玉村内から二本松市内（岳方面）までは200円�
●本宮町内と二本松市内（岳方面）の間は400円�
●要介護者（身障者含む）及びその介護者は半額　●小学生は半額　●未就学児は無料�

10月1日から路線バスが変わりました！�10月1日から路線バスが変わりました！�

10月1日からは運賃が安くなりました！�

料金�

広域生活バス時刻表（岳線・竹ノ内線）�
岳　線（本宮駅⇒岳温泉）�

発 着 及 び 通 過 時 刻 �停 留 所 �

本 宮 駅 前 �

本 宮 駅 入 口 �

下 町 �

荒 町 �

愛 宕 下 �

戸 崎 �

山 ノ 神 �

道 谷 地 �

玉 井 下 町 �

農 協 前 �

寺 久 根 �

西 庵 �

大 坦 �

地 蔵 面 �

火 の 見 下 �

大 石 �

大 橋 �

皿 久 保 �

横 堀 �

県 民 の 森 入 口 �

馬 場 平 �

小 関 �

温 泉 入 口 �

岳 温 泉 �

�
7:10�
7:11�
7:11�
7:12�
7:13�
7:15�
7:17�
7:19�
7:21�
7:22�
7:23�
7:23�
7:24�
7:26�
7:27�
7:28�
7:30�
7:32�
7:33�
7:35�
7:37�
7:40�
7:43�
7:44

�
12:51�
12:52�
12:52�
12:53�
12:54�
12:56�
12:58�
13:00�
13:02�
13:03�
13:04�
13:04�
13:05�
13:07�
13:08�
13:09�
13:11�
13:13�
13:14�
13:16�
13:18�
13:21�
13:24�
13:25

�
16:20�
16:21�
16:21�
16:22�
16:23�
16:25�
16:27�
16:29�
16:31�
16:32�
16:33�
16:33�
16:34�
16:36�
16:37�
16:38�
16:40�
16:42�
16:43�
16:45�
16:47�
16:50�
16:53�
16:54�

�
17:37�
17:38�
17:38�
17:39�
17:40�
17:42�
17:44�
17:46�
17:48�
17:49�
17:50�
17:50�
17:51�
17:53�
17:54�
17:55�
17:57�
17:59�
18:00�
18:02�
18:04�
18:07�
18:10�
18:11�

岳　線（岳温泉⇒本宮駅）�
発 着 及 び 通 過 時 刻 �停 留 所 �

岳 温 泉 �

温 泉 入 口 �

小 関 �

馬 場 平 �

県 民 の 森 入 口 �

横 堀 �

皿 久 保 �

大 橋 �

大 石 �

火 の 見 下 �

地 蔵 面 �

大 坦 �

西 庵 �

寺 久 根 �

農 協 前 �

玉 井 下 町 �

道 谷 地 �

山 ノ 神 �

戸 崎 �

愛 宕 下 �

荒 町 �

下 町 �

本 宮 駅 入 口 �

本 宮 駅 �

�
6:35�
6:36�
6:39�
6:42�
6:44�
6:46�
6:47�
6:49�
6:51�
6:52�
6:53�
6:55�
6:56�
6:56�
6:57�
6:58�
7:00�
7:02�
7:04�
7:05�
7:06�
7:06�
7:07�
7:07

�
7:45�
7:46�
7:49�
7:52�
7:54�
7:56�
7:57�
7:59�
8:01�
8:02�
8:03�
8:05�
8:06�
8:06�
8:07�
8:08�
8:10�
8:12�
8:14�
8:16�
8:17�
8:18�
8:18�
8:19

�
13:51�
13:52�
13:55�
13:58�
14:00�
14:02�
14:03�
14:05�
14:07�
14:08�
14:09�
14:11�
14:12�
14:12�
14:13�
14:14�
14:16�
14:18�
14:20�
14:22�
14:23�
14:24�
14:24�
14:25

�
17:00�
17:01�
17:04�
17:07�
17:09�
17:11�
17:12�
17:14�
17:16�
17:17�
17:18�
17:20�
17:21�
17:21�
17:22�
17:23�
17:25�
17:27�
17:29�
17:31�
17:32�
17:33�
17:33�
17:34

�
18:12�
18:13�
18:16�
18:19�
18:21�
18:23�
18:24�
18:26�
18:28�
18:29�
18:30�
18:32�
18:33�
18:33�
18:34�
18:35�
18:37�
18:39�
18:41�
18:43�
18:44�
18:45�
18:45�
18:46

竹ノ内線（本宮駅⇒糀免）�
発 着 及 び 通 過 時 刻 �停 留 所 �

本 宮 駅 前 �

本 宮 駅 入 口 �

下 町 �

荒 町 �

愛 宕 下 �

戸 崎 �

山 ノ 神 �

道 谷 地 �

玉 井 下 町 �

農 協 前 �

寺 久 根 �

西 原 �

玉 井 小 学 校 前 �

竹 ノ 内 �

天 王 下 �

糀 免 �

�
8:22�
8:22�
8:23�
8:23�
8:24�
8:25�
8:28�
8:30�
8:32�
8:33�
8:34�
8:34�
8:35�
8:38�
8:40�
8:42

�
9:06�
9:06�
9:07�
9:07�
9:08�
9:09�
9:12�
9:14�
9:16�
9:17�
9:18�
9:18�
9:19�
9:22�
9:24�
9:26

�
11:00�
11:00�
11:01�
11:01�
11:02�
11:03�
11:06�
11:08�
11:10�
11:11�
11:12�
11:12�
11:13�
11:16�
11:18�
11:20

�
18:49�
18:49�
18:50�
18:50�
18:51�
18:52�
18:55�
18:57�
18:59�
19:00�
19:01�
19:01�
19:02�
19:05�
19:07�
19:09

竹ノ内線（糀免⇒本宮駅）�
発 着 及 び 通 過 時 刻 �停 留 所 �

糀 免 �

天 王 下 �

竹 ノ 内 �

玉 井 小 学 校 前 �

西 原 �

寺 久 根 �

農 協 前 �

玉 井 下 町 �

道 谷 地 �

山 ノ 神 �

戸 崎 �

愛 宕 下 �

荒 町 �

下 町 �

本 宮 駅 入 口 �

本 宮 駅 �

�
8:43�
8:45�
8:47�
8:50�
8:51�
8:51�
8:52�
8:53�
8:55�
8:57�
9:00�
9:01�
9:02�
9:02�
9:03�
9:03

�
9:27�
9:29�
9:31�
9:34�
9:35�
9:35�
9:36�
9:37�
9:39�
9:41�
9:44�
9:45�
9:46�
9:46�
9:47�
9:47

�
11:21�
11:23�
11:25�
11:28�
11:29�
11:29�
11:30�
11:31�
11:33�
11:35�
11:38�
11:39�
11:40�
11:40�
11:41�
11:41

最
終
便
の
復
路
は
回
送
の
た
め�

　
　
　
　
　
　
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。�

問い合わせ先：大玉村役場　企画財政課　企画商工観光係（�48－3131）�



【禁煙教室】のお知らせ

第４７７号 １６・１０・１５� 広　報　お　お　た　ま

たばこは“百害あって一利なし”と
いわれています。やめたいと思ってい
るのに、なかなかやめられないという
方を支援するために、「禁煙教室」を開
催します。この機会に、ぜひ参加して
みませんか。

開催時期：平成16年11月～平成17年1月
開催場所：保健センター
対 象 者：たばこをやめたいと強く思っ

ている40歳以上の方
料　　金：無　料
申込方法：10月29日（金）までに、電話

で直接お申込み下さい。
申 込 先：健康福祉課健康推進係

（電話 48－3130）

来
し
か
た
の
苦
労
懐
か
し
敬
老
会
　
　
岩
高
　
　
吉
　
原
　
瑞
　
雲

（
評
）
苦
労
も
楽
し
い
思
い
出
ば
な
し
に
な
っ
た
敬
老
会
で
あ
っ
た
。

鰯
雲
売
れ
る
あ
て
な
き
町
歩
く
　
　
　
吉
丸
山
　
国
　
分
　
淑
　
子

（
評
）
商
い
と
は
つ
ら
い
も
の
、
そ
れ
で
も
一
日
中
売
り
歩
く
。

退
院
の
髭
剃
る
音
や
稲
の
秋
　
　
　
　
五
所
宮
　
柳
　
田
　
亜
　
紀

（
評
）
髭
剃
る
音
も
軽
や
か
今
日
は
退
院
、
そ
し
て
稲
も
豊
作
。

秋
芝
居
口
説
き
の
余
韻
ま
だ
覚
め
づ
　
小
次
郎
内

渡
　
辺
　
民
　
子

（
評
）
上
手
な
芝
居
は
口
説
き
も
素
晴
ら
し
く
、
余
韻
と
し
て
残
る
。

ゆ
る
ゆ
る
と
減
り
ゆ
く
力
籔
枯
し
　
　
大
坪
　
　
鈴
　
木
　
紀
　
美

（
評
）
人
生
も
植
物
も
盛
り
を
過
ぎ
れ
ば
衰
へ
る
は
必
定
、
嘆
く
ま
い
。

広
報
俳
壇
�

鈴
　
木
　
萩
　
月
　
選
�

行　事　名 日　　　時 対　　　象　　　者 場　　　所 持参するもの

献血

こども健康相談

乳児健診

キラキラ教室
（歯科相談）

機能訓練

２才児健診

３歳児健診

16歳から64歳の方

平成15年９月生まれ

平成15年12月、平成16年３月生まれの乳児

平成14年１月、12月生まれの幼児

自力歩行のできる方、又は車いすで移動が可能な方

平成14年５月、６月生まれの幼児

平成13年６月、７月生まれの幼児

･献血手帳

･母子健康手帳
･健診問診票
･バスタオル等
･母子健康手帳
･健診問診票
･バスタオル等
･母子健康手帳
･現在使っている歯ブラシ、
コップ、タオル等

･健康手帳

･母子健康手帳
･問診票

･母子健康手帳･問診票･尿
･現在使っている歯ブラシ、
コップ、タオル等

保 健 衛 生 だ よ り
１１月

11月４日�

11月８日�
9:00～11:00

11月８日�
受付13:00～13:15

11月８日�
受付13:00～13:15

11月11日�
10:00～13:30

11月17日�
受付8:30～8:45

11月25日�
受付13:00～13:15

後日お知らせします

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

（
九
月
中
受
付
分
）

大
　
山

伊
藤
　
秀
一
　
（
大
皿
久
保
）

好
美

（
九
月
中
受
付
分
）

玉
　
井

八
木
田
晴
翔

は
る
か

（
健
一
）
地
蔵
面
　

加
藤
　
結ゆ

う

城き

（
昭
文
）
薄
黒
内
　

鈴
木
ち
は
る
（
真
一
）
町

大
　
山

中
島
　
大
斗

ひ
ろ
と

（
宏
）
鍛
治
内
　

誕
生
お
め
で
と
う

お
　
く
　
や
　
み

（
九
月
中
受
付
分
）

大
　
山

野
口
　
正
幸
　
�

大
橋
平

菅
野
　
善
三
　
�
　
椚
山
赤
坂

結
婚
お
め
で
と
う

※【福島いのちの電話】のお知らせ　　《相談時間》10時～22時　《電話番号》024－536－4343



○お子さんの写真を募集します。

大
おお

内
うち

玲
れお

那
な

ちゃん（２才２ヶ月）
「殿（祖父＝康雄さん）のお嫁さんにしてね�」

玉井字的場（父：康博さんより）

○皆さんのご意見を募集します。
『私の夢』、『私の希望』、『村の行事に参加しての
感想』、『日ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期
待するもの』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、
『自分たちで行う（行っている）地域づくりの紹介』、
等のご意見をお寄せください。
（誹謗・中傷は除きます。）

�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願
いします。
・村内にお住まいの方ならどなたでもご応募できます。
・市販の400字詰め原稿用紙1枚以内に、『私の夢』、
『私の希望』、『村の行事に参加しての感想』、『日
ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期待するも
の』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、『自分た
ちで行う（行っている）地域づくりの紹介』等の
ご意見をお寄せください。
・主題を変えないよう添削いたします。
・内容により採用できない場合があります。
・住所、氏名、電話番号を明記してください。
（顔写真掲載希望の方は、写真を同封してください。）
・原稿の返却は致しません。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

○お子さんの写真を募集します。
�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願
いします。
・写真の裏に住所、氏名、お子さんの名前（ふりが
な）、年齢、電話番号、一言（30字以内）を明記
してください。
・写真の返却は致しません。
・「広報おおたま」以外の村の発行するチラシ、パン
フレット等に利用させていただくこともあります。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

第４７７号１６・１０・１５ �広　報　お　お　た　ま

※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

休 日 当 番 医

（１）午前９時より午後５時までの外来のみ診療。ただし、東和町と岩代町医
院は正午までの診療となります。

（２）医師の都合により変更する場合もあります。

10月24日

10月31日

11月３日

11月７日

11月14日

11月21日

11月23日

11月28日

当　　番　　医
（医)上遠野内科医院
きくち整形外科
みずのクリニック
和田医院
兼谷胃腸科外科医院
（医）辰星会枡病院
（医）かさい小児科クリニック
（医）博愛会東和クリニック
（医）国分整形外科医院
（医）辰星会枡記念病院
内科小児科岩本医院
今野外科整形外科医院
（医）森小児科医院
（医）しかの眼科
岩代町国保診療所

当　　番　　医
（医)慈久会谷病院
（医）青木整形外科医院
（医）佐藤内科胃腸科医院
今古堂医院
小野崎医院
（医）落合会東北病院
本田レディスクリニック
（医）安齋内科胃腸科医院
（医）広仁会金子医院
県立本宮診療所
（医）外科胃腸科肛門科原医院
（医）ダザイ胃腸科内科医院
（医）よしだこどもクリニック
（医）辰星会枡記念病院
（医）三浦内科医院
和田医院
（医）博愛会東和クリニック

電話番号
3 3－ 5 8 6 6
2 3－ 2 6 2 7
2 3－ 5 1 5 8
5 5－ 2 3 0 3
3 3－ 4 1 4 1
2 2－ 2 8 2 8
2 2－ 8 8 0 0
6 6－ 2 1 2 2
3 3－ 1 0 8 8
2 2－ 3 1 0 0
2 3－ 0 6 4 8
3 3－ 3 7 1 1
2 2－ 3 2 1 5
6 2－ 2 5 2 0
5 6－ 2 4 6 1

電話番号
3 3－ 2 7 2 1
2 2－ 3 1 0 3
2 2－ 0 1 7 4
5 7－ 2 1 0 1
4 6－ 2 0 0 1
3 3－ 2 5 8 8
2 2－ 0 3 0 1
2 2－ 3 0 0 1
5 5－ 2 3 4 3
3 3－ 2 5 4 7
2 3－ 2 1 1 1
2 2－ 9 2 5 5
3 4－ 6 4 1 8
2 2－ 3 1 0 0
2 3－ 3 8 8 3
5 5－ 2 3 0 3
6 6－ 2 1 2 2

所在地
本宮町
安達町
二本松市
岩代町
本宮町
二本松市
安達町
東和町
本宮町
二本松市
二本松市
本宮町
二本松市
安達町
岩代町

所在地
本宮町
二本松市
安達町
岩代町
東和町
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
本宮町
二本松市
二本松市
本宮町
二本松市
二本松市
岩代町
東和町

心配ごと相談

10月20日�　大山公民館
11月10日�　デイサービスセンター日本間
11月22日� 大山公民館

※相談受付けは、午前９時から正午までです

＝今月の納期＝
村県民税　　　　　　　　（第３期）
国民健康保険税　　　　　（第４期）
介護保険料　　　　　　　（第４期）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・11月１日までに納めましょう

セイヨウタンポポ花の変容
写真下、右：花後、花梗先に種子が着けたパラシュートが

球状に変身したさま。
左：平らから丸く変身した花盤に飛散した残りの

種子とその上のパラシュート。
（神原田たんぼくろ 平成15年5月撮影）

箱�教授のシリーズ
くろ（あぜ・畔・ ）歳時記⑦本文より


